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また、D(t)＞O が成り立つとき、「技術t が社会によって望まれている、あるいは技術t のニーズがあ
る」と呼ぶことにする。
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ある技術t に注目すると、その知的価値v(t)と開発費用C(t)、および、 それに興 味あ る人 々の人
数n, が定まる。したがって開発要求度D(t) がひとつ定 まるものとしている。開発要求度は技術のみ
に よって定 まる量 である。D(t) が大きいとは、その技術に興味をもつ人 が多 く、また知的価値も高
いとい うことを意味する。D(t) が大 きいほど、ニ開発要求度が大きい とい うことになる。
以下では、技術t の販売価格をV(t) とする。これは技術t の開発者が、その技術t を自ら販売す る
ときの価格である。 とくに本稿では、V(t) を開発者自身が決定する変数であ るとする。先行研究で
は、v(t)＜V(t) やn 、v(t)＞V(t) を 前提としたが、 本稿では やらな い。 むしろ 、そ のよ うに できるV(t)




員 の効用をリスト アップすることによって定式化できるものとする。たとえば全員 が技術t を、不
法に複製することなく正常に売買する経済構造ならば、消費者の効用はv(t)－V(t) であ ると定式化
される。しかし消費税( 税率a) を とられるなら、消費者の効用は低 くな りv(t)－V(t)－αV(t)であ









Definition3 作動可能（workable) し ぺ














3. 動機づけ メカニズ ムの作動可能性































かつV(t) ≧O であるようなものがとれる。 そのV(t) に対して、
潜在的開発者UH'(t) ＝V(t)十n,V(t)－C(t)≧0
消費者Ui'(t)=v(t トV(t) ≧0
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Definition5






copyorganaizerit ＊は開発者に対してV{t) を支払 うが、(n.－l) 名からV(t)ノ(nt-1) ずつ 回収する
ので、プラスマイナスで効用はv(t) となっている。copyorganaizerit ＊から安く購入する残 りの(n.－1)
名の効用はv(tトV(t)/(n ぺ1) となり、先の著作権メカニズムのときの 効用v(t)－V(t) よりも高
くなっている。しかし、開発者の効用 は、v(t卜V(t トC(t) であり、同じ価格V(t) なら、著作権y カ






潜在的開発者u, °(t)＝v(t)十V(t) －C(t) ≧O ・
消費者Ui °(t)＝v(t)－V(t)/(n,－1) ≧0







上の推論を逆にたどると、式(4) が成 り立つ。池 －l)v(t) ＞0 だから、
叫 －1)v(t) ≧V(t)≧C(t)－v(t)





ソフト ウェ ア 配布の ための効用構 造の比較













動機づけ メカニズ ムM* ＝{um} ≒ が、U|^(t)
＝v(t) 十V(t)/z－C(t)/zifi=i £Z ‥ レv(t)if1
＝li ノv(t)
－V(t)/(n.－z)ifi £Nt-{i.＊}UZ 犬Ootherwise
であるとき、「z人プロジ 」こク手チ ームメカニズ ム」であると呼ぶ、ただしいt＊はcopyorganaizer で
ある。 犬






























































連立不等式(7)が、V(t)≧O なる解をもつための必要十分条件は、2 直線 犬V(t)
＝(n.-l)v(tト(n.-1)K/n.V(t)
＝C(t)－v(tトK





∴D(t) ＝(n汗Dv(t トC(t) ≧v・(t)
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。'(t)＝V(t)¬K/n 、＝u() 十V(t)/(n,－1) ≧0
が成り立つ。したがって、補助金メカニズム1 は作動可能である。 (証 明終)
この命題から、D(t)≧v(t)ならば技術tに対して補助金メカニズムI は作動可能である。このとき、
補助金と販売価格の間の関係は、(n,-l)v(t)－(n卜l)K/n, ≧V(t)≧C(t)-v(tトK でなければなら
ないて証明の中の式7 参照)。同値変形すると、 犬 ヶ …
……(n




技術t に対して、補助金メカニズ ムI が作動 可能であるとする。このとき、1)
販売価格がV(t) ＞隔－1)v(t) ならば、補助金は必ずK ＜O である。2)




Corollary6 。 ニ … ……
技術t に対して、補助金メカニズ ムI が作動可能であるとする。このとき、潜在的開発者itの効用
が最大となるのは、K ＝n.v(t)かつV(t) ＝O のときである。そ のときの効用は、Ui^(t)＝(n汗1)v(t) －C(t)
＝D(t) である。
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(証明) 犬
技術t に対して、補助金メカニズ ムI が作動可能であるとする。このとき、(K ，V(t))は 図1( 右
図) の斜線の領域になければならない。 この領域 のな かで潜 在的開発者 の効用ui^(t)＝K 十v(t)十V(t)
－C(t)を 最大にするのは、g をパラメータとする直線V(t) ＝－v(0 十C(t)十g －K が点P を通過す










動機づけ メカニズ ムM' ＝{ui'(t)}^.,が、u()
＝K 十v(t)十V(t)－C(t)－K/sifi ＝itv(t)
－K/sifi ＝i,＊v(t
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(証明)
技術tに対して、補助金メカニズムU が作動可能であると仮定する。各成員の効用は正だから、
潜在的開発者Uu^(t) ＝K 十v(t)十V(t)－C(tトK/s ≧0
消費者ur(t) ＝v(t)－V(t)/(n,－l) －K/s≧0
第2 式 より、(n.－l)v(t) －(n.－l)K/s ≧V(t)。第1 式とあわせて、
池－1)v(t) －(n、－1)K/s ≧V(t)≧C(t)－v(t)－(s－1)K/s

















であるから、V(t)≧O より、sv(tトC(t) ≧O である。
∴D(t) ≒n 汗1)v(tトC(t) ≧一(s－n,－l)v(t)
さて、逆にD(t)≧－(s一叫－1)v(t)を仮定する。このとき、上記の推論を逆にたどると、式(8)を
満足するV(t)≧O が存在する。そのV(t)に対して、


















販売価格がV(t) ＞(n71)v(t) ならば、補助金は必ずK ＜O である。2)
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(証 明)
技術に対して、補助 金メカニズ ムIIが作動可能であるとする。このとき(K,V(t)) ぱ図2 の斜線 の
領域になければならない。この領域のなか 七潜在的開発者の効用Uu^(t)＝K 十v(t)十V(t)－C(t)－K/s
を 最大にするのは、g を パラメータとする直線V(t) ＝－v(t)十C(t)十g －(s－1)K/s が点P を通過す
るときである。このとき、K=sv(t) かつV(t) ＝O である。し たが っ＼て、UH^(t)＝sv(t)十v(tトC(t) －v(t)=sv(t



































































メカニズムI は著作権メカニズムと、「潜在的開発者にv(t)を支払 列 という点で、どちらも同じ構



































（1999 年1 月21 受 理）
